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海
妻
甘
蔵
は
、
岡
垣
町
吉
木
に
２
０

余
年
居
住
し
、
私
塾
己こ

ひ
ゃ
く
さ
い

百
斎
で
郷
土
の

青
少
年
を
教
育
し
た
国
学
者
で
あ
る
。

　

幼
名
は
己こ

ひ
ゃ
く百
、
諱い

み
な

は
直た

だ
つ
ね縄
、
静
馬
、

久
左
衛
門
、
甘
蔵
と
称
し
た
。
そ
の
略

歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
文
政
7（
１
８
２
４
）年
、
福
岡
藩
の

儒
者
井
土
周
盤
の
２
男
と
し
て
誕
生
。

　
嘉
永
2（
１
８
４
９
）年
、
海
妻
家
を

継
ぐ
。

　
同
3（
１
８
５
０
）年
、
藩
庁
に
右ゆ

う
ひ
つ筆

（
参
政
書
記
）と
し
て
出
仕
。呉
服
町（
福

岡
市
）で
塾
を
開
く
。

　
安
政
2（
１
８
５
５
）年
、
執
政
書
記

と
な
る
。

　
安
政
4（
１
８
５
７
）年
、
藩
校
の
教

授
と
な
り
書
物
奉
行
を
兼
務
。
同
年
獄

監（
刑
官
）に
転
ず
。

　
万
延
元（
１
８
６
０
）年
、
排は

い
せ
き斥
さ
れ

職
務
罷
免
と
な
る
。

　

元
治
元（
１
８
６
４
）年
、
池
田（
宗

像
市
）に
隠い

ん
せ
い棲
し
塾
を
開
く
。

　
慶
応
３（
１
８
６
７
）年
、
藩
に
復
帰

し
、
鉄
砲
大
頭
役
所
取
締
役
、
文
武
館

和
学
総
裁
を
兼
任
。

　
明
治
２（
１
８
６
９
）年
、
長
男
に
家

督
を
譲
り
隠
居
し
、
岡
垣
町
吉
木
の
勝

業
寺（
廃
寺
）に
転
住
。
翌
年
、
古
小
路

に
転
居
。

　
同
６（
１
８
７
３
）年
、郷
社
祠
官（
高

倉
神
社
社
務
）で
権
大
講
義
と
な
る
。

　
同
13（
１
８
８
０
）年
、
福
岡
県
属
と

な
り
学
務
委
員
を
兼
任
。

　
同
18（
１
８
８
５
）年
、
福
岡
県
属
を

辞
任
。

　
同
24（
１
８
９
１
）年
、
吉
木
か
ら
福

岡
に
転
居
。

　
明
治
42（
１
９
０
９
）年
６
月
27
日
に

歿ぼ
つ

す
。

　

私
塾
己
百
斎
は
、
明
治
２
年
の
記
録

で
塾
生
80
名
と
あ
り
、
多
数
の
塾
生
を

輩
出
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
32（
１
８

９
９
）年
10
月
22
日
、
門
下
生
が
甘
蔵

の
長
寿
を
祝
い
、
熊
野
神
社（
吉
木
区
）

境
内
に
慶
寿
碑
を
建
立
し
た
。
そ
の
碑

文
に
、
先
生
帰
福
し
て
な
お
吉
木
を
け

ん
恋
し
て
止
ま
ず
、
因よ

っ
て
此こ

こ処
に
建

立
し
た
、
と
あ
る
。

　

海
妻
甘
蔵
の
著
書「
己
百
斎
筆
語
」

は
、
甘
蔵
が
目
撃
耳
聞
し
た
記
録
で
あ

る
。
全
556
話
の
内
、
岡
垣
に
関
す
る
項

目
を
紹
介
す
る
。

◎
岡
県
客
対
に
人
材
登と

う
よ
う庸
を
あ
や
ま
る

◎
遠
賀
吉
木
の
百
姓
騒
動

◎
内
浦
海
蔵
寺
の
侍じ

ど
う童
長
元
寺
の
大
黒

◎
岡
県
三
吉
村
に
て
村
役
人
白
昼
に
幽

霊
と
問
答

◎
百
歳
の
農の

う
お
う媼
は
筑
前
国
主
を
叱し

つ

す

（
野
間
の
辻
氏
先
祖
）

◎
三
輪
佐
一
郎
は
年
魚
を
誤
解
す

◎
岡
県
戸
切
清
泉
の
碑
文

◎
勲
八
等
麻
生
彦
市
一
人
に
て
招
魂
祭

を
営
む（
吉
木
の
麻
生
氏
先
祖
）

◎
高
倉
神
社
は
古
文
書
を
奪
は
れ
唐か

ら
か
ね金

ト
ヒ
を
盗
ま
る

◎
亀
石
貞
四
郎
七
十
祝
能（
内
浦
の
亀

石
氏
先
祖
）

◎
遠
賀
の
方
言
ヨ
ネ
セ
ズ
又
ハ
シ
ゴ
サ

ウ
メ
ン

◎
檞く

ぬ
ぎ
ば
る原
石
田
松
子
九
十
一
歳
に
て
養
蚕

す（
戸
切
の
石
田
氏
先
祖
）

◎
高
倉
神
社
大
祭
に
祠
官
海
妻
甘
蔵
は

露
店
の
場
税
を
と
ら
ず

◎
吉
木
専
農
門
司
与
一
が
漫ま

ん
ゆ
う遊
中
の
奇
事

◎
主
情
の
厚
薄（
吉
木
鐘
崎
屋
の
小
文

あ
り
）

◎
岡
県
高
倉
山
中
瓜
生
の
二
故
墳（
吉

木
瓜
生
氏
先
祖
）

◎
遠
賀
郡
波
津
浦
の（
海
）苔
と
大
嶋
海

苔
は
似
て
其
性
質
同
じ
か
ら
ず

◎
岡
の
は
や
し
の
由
来

◎
慶
応
三
年
丁
卯
正
月
の
各
家
の
格

（
三
輪
家
の
記
事
あ
り
）

◎
内
浦
貝
を
在
東
京
深
田
鶴
松
に
贈
る
文

◎
遠
賀
郡
岡
県
矢
矧
二
村
合
併
に
付
村

名
の
断
定

◎
直
縄
を
憎
む
物
は
皆
枉ま

が

れ
る
木
な
り

（
三
輪
十と

く
そ
う

久
壮
の
記
事
あ
り
）

◎
遠
賀
桃
川
藤
一
は
金
の
う
そ
を
拾
ふ

（
糠
塚
桃
川
氏
先
祖
）

以
上
で
あ
る
。

お
わ
り

古
文
書
で
探
る
庶
民
の
く
ら
し

　
　
　
　
―
海
妻
甘
蔵
と
岡
垣
―岡

垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一
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